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近時世界的傾向として母子衛生が重要視され，我
国民於いても特に小児衛生花関する社会衛生環境の
改善，栄養法の進歩は目ざましいものがある。我々
小児科医はたえず発育という動きと共に生活してい
る乳幼児の栄養状態，発育，疾病三者の密接な関係
を忘れる乙となく，乳幼児の生活現象を出来得る限
り正確に，かっ継続的に観察するべきである。私は
か、る見地より一都市の乳児死亡。擢患傾向。離乳
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状況を知り，現在の乳児栄養の実態を考察し，今後
の各種栄養法並びに公衆衛生状態応対する再検討，
再評価のー資料としたっ吾国の地理的環境より考
え，気候，風土，食生活の相違はあろうが， H市が
人口 6万の中都市であり，市外は農村であるとと，
市中応大なる線維工場を有すること，気候，風土民
恵まれ経済的に比較的豊かな事，戦災を蒙らず諸学
校を有する事等比較的均整のとれた本邦の縮図的都
市と考え研究対象とした。
第I編乳児死亡
ー='第1章緒 首
乳児死亡率の傾向は，本邦統計よりみても近時著 
しく低下し， ドイツ，フランスの値と同じと ζろま 
で減少した。一方人工栄養児の擢患率，死亡率も母
乳栄養児のそれに比し戦前の如き差を認めず，叉死
因統計に現れていた下痢腸炎，肺炎の順位も逆転せ
る状態となった。乙れは後天的疾病の著しい減少に
影響されるものであり，乳児栄養学の進歩に依る所
大なるものがある。しかるに新生児死亡の減少が見
られないことは α-index1"(よっても明らかな事で
あり，予防医学，治療医学の進歩せる今日我々に残
された重要な課題と考えられる。
第 2章調査方法
H市民於ける昭和 31年 1月 1日より昭和 33年
12月 31日迄に死亡せる乳児全例119例を対象と
し，生出及び死亡年月日病名，生下時体重，栄養法
等の記入欄のある調査表を作製し，保健婦の協力に
より訪問記入を行い，後回収集計を行った。猶出生
乳児との比較検討の為人口動態出生表を参考に全出
生児の生下時体重も調査した。
第 3章調査成績 
(lJ乳児死亡例の死因別分布。(図 1) 図1の如
く未熟児並びに肺炎気管支炎が多く共に 30%前後
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を示めて居り，次で新生児メレナ，消化不良症，腸 (3J 生下時体重別乳児死亡率(図 3) 生下時体
閉塞症となっている。 重の少いもの程死亡率は著しく高い。 ζれを生下時
図1. 乳児死亡例の死因別分布 体重 2500g以下と以上K分けて見ると， 2500 g以
下の者は 2500g以上の者に比し約 10倍の死亡率を
35 
示している。叉 H市全乳児死亡率は 43である。
図3. 生下時体重別乳児死亡率
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[4J 乳児死亡例の生存月数別分布(図的 乳児
死亡例の生存月数別分布を見ると， O~7 カ月 K死
亡せるものが極めて多く約70%であり，又全体の 
70--80%は生後 2カ月以内に死亡している。
図 4. 乳児死亡例の生存月数別分布
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[2J 死亡例の生下時体重別分布(図 2) 死亡例
の生下時体重別分布と全市出生例中lと於ける分布と
を比較すると，生下時体重 2500g以下氏於いては，
出生例に比し全死亡例中に占める割合の高い乙とが
目立ち，一方 3000g以上に於いては出生例に比し
死亡例のそれは著明にイ尽くなっている。全例を生下
時体重 2500g以上と以下に分けて見ると，出生例 
K比し死亡例では 2500g以下のものの占める割合
が約 7倍となっている。
図 2. 死亡例の生下時体重別分布
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[5J 未熟児死亡例の生存月数別分布(図 5) 図 
51乙示す如く，生下時体重の少い者程早い期聞に死
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亡しており， 生後 1週間以内IC56%が，叉 1カ月
以内lζ全死亡例中の 85%が死亡している。
図5. 未熟児死亡例の生存日数別分布 
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[6J 肺炎及び気管支炎死亡例の月令別分布。 図
6~c::示す如く，全死亡例中月令 0----1 カ月の乳児の
占める割合は約 40%で最も多く，次いで 1---2ヵ
月に多く，以後次第に減少している。猶肺炎及び気
管支炎死亡例で月令 1ヵ月以上の者を乳児栄養法別
分布に示し， H市乳児栄養法別分布と比較すると死
亡例中に於ける割合は栄養法別分布に比し，人工混
合栄養の割合がや〉多い傾向にあると云い得る。
第 4章者 察
死因別に見ると未熟児及び肺炎，気管支炎が多
く，叉生下時体重の少いもの程出生数l乙対する死亡
図6. 肺炎及び気管支炎死亡例の月令別分布
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率が高く，未熟児では成熟児の約 10倍を占めてい 
る。生存月数別では 1カ月以内が大部分で，その中 
には多くの未熟児が含まれる。叉特に未熟児死亡例
中K於いては生下時体重の少ないもの程早い時期に
死亡している。肺炎死亡例では生後 0---2カ月比死
亡率が高くなっている。
以上より未熟児のもつ意義は極めて重大であり，
死亡率の高き事，生後早い時期に死亡している ζと
より生後の養護の問題，特に未熟児センターの必要
性は勿論出生前の母子衛生一般衛生思想の普及等現
今世界的傾向として注目される Prenatalcare即
ち出生期をめくやる綜合的な保健指導を痛感するもの
である。
第 11編穣患傾向
一 吉
第1章緒
小児が成人より個体の抵抗性によって擢患をより
左右される ζ とは明らかな乙とである。特に乳幼児
K於いては免疫と先天性感受性は疾病とつながるも
のであって乳児栄養と擢患性が不可分の関係にある
ζとを示している。文献的考察によると集団生活を
営む乳児施設や小学校K於ける発病及び擢患状況の
継続的観察について二，三の報告はあるが伝染性疾
患、，体質的疾患全般にわたる観察はなされておらず
特に一都市を対象とする報告は少ない。私の調べ得
た文献では Dingle等の Cleveland市に於ける家
族的疾病擢患傾向の調査位であった。之に依ると 1 
人年間 10回の擢患があり， この中呼吸器疾患が最
も多く約2/3を占め，次で胃腸疾患であった。 
呼吸器疾患では 1人 1年当り平均 6.2回の擢患が
記録され， 1才では 6.9回， 1---5才では 8，6---11 
才では 6--5，父母は 4---5回と減少している。そ
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ζで私は H市全地域の乳幼児を対象としてその擢 図7. 年令別年開催患率
愚傾向を調査し栄養法との関係を追究することにし % 
Tこ。
第 2章調査方法
医師，保健婦に依る訪問lとより行い，市街地及び
農村全地域にわたり満 6才以下の乳幼児を at ran-
2∞ 
dom ![調査した。当教室所定の擢患調査表K住所，
姓名，性別，生年月日，栄養法， J擢患病名，擢患、期
日を記し，満 1才以下の乳児は身長，体重測定を行
った。猶調査の確実性を期する為個々の疾患に関し 
ては病院，診療所，小児科医の協力を得てカルテの 1ω 
確認を行うこととした。調査期間は 32年 8月より 
33年 7月 31日迄の 1カ年継続調査されたものであ
る。
第 3章調査成績 。 
O~.l 才 1~2才 2~3才 3~4才 4........5才 5~6才 
(1J 年令別年開催患率対象全例に於ける月別月
間擢患率，年令別月別月開催患率(表 1，図 7，8，9) 図8. 対象全例lと於ける月別月間擢患率
9ゐ各年令l乙於ける年間擢患率は， 0~2 才K於いて 3() 
は 3~6 才 K比しゃ〉高い傾向にあり， 0----2才約 
290%，3 ~6 才約 265% である。調査例数の少いた
めもあると思うが 2---3才に於いて低く 191%であ
20 
る(図 7)。
対象全例数民於ける月別擢患率は 5，6，7月に於
10 
いて高い傾向にあり 27%を示し，一方 8，9，10月
、zなる 前後である(図的。10%に於いて低く 
1 Z 3 4 5 6 7 8 9 10 I 12月年令別，月別擢患率は 0，-..，.2才l乙於いては季節的 
表1. 年令別・月別月間擢患、数及び擢患率
年令 0-1才 1ー  2才 2-3才 3-4才 4ー  5才 I5-6才| 計1 1 1 I I 
月別 | 303 I 328 288 I 131 76 34 1159 
73 249合1 月 
88 29 2 月 
66 21.83 月 
76 25.1 4 月 
72 23.8 5 月 
68 22.46 月 
70 23.1 7 月 
60 19.8 8 月 
52 17.1 9 月 
59 19.410 月 
75 24.8 11 月 
100 33 12 月 
92 28 
83 25.2 
84 25.6 
74 22.6 
99 30.2 
105 32 
108 33 
70 21.4 
45 13.7 
71 21.7 
71 21.7 
73 22.3 
34 11.8 
49 17 
46 15.9 
59 20.5 
65 22.6 
71 24.6 
58 20.1 
43 14.9 
22 7.6 
13 4.5 
42 14.6 
49 17 
28 21.4 
29 22.2 
26 19.3 
34 26 
48 36.6 
31 23.6 
42 32.1 
29 22.1 
15 11.8 
20 15.6 
20 15.6 
29 22 
19 25.1 
8 1.1 
18 23.8 
20 26.3 
20 26.3 
32 42 
28 36.9 
13 17.1 
5 6.5 
6 79 
15 19.8 
12 15.8 
3 8.8 249 21.4 
5 14.7 262 22.6 
5 14.7 245 21.5 
8 23.5 271 23.4 
14 41.3 318 27.5 
13 38.2 320 27.6 
15 44 321 27.7 
223 19.37 20.6 
143 12.74 1.7 
172 14.73 8.8 
230 19.8 7 20.6 
270 23.3 7 20.6 
計 j859 282 I 975 298 I 551 191 j351 268 I 196 258 1 91 267 j 3023 
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図9. 年令別，月別月間擢患率 12 
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10.1 15 図 疾患別，月別月間，躍患率~30% で変動比較的少く， 年を通じ擢患率略 
や〉平坦なカーブを描いており，一方 3~6 才に於 % 
16 
いて季節的変動や〉著しく， 5~7 月 K於いて高く
1 9 10これに比し 月 月擢患率 35~45% であり，
10%月に於いては低く 前後である(図的。
13 
回
10 
40 
[2J 疾患別，月別，月開催患率一季節的考察(表 2 
1159例)表 2. 疾患別・月別月間擢患数及び擢患率(対象数 
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ている。次に消化器疾患が多く擢患率 2~8%，平 疾患は比較的平坦なカーブを描くが 4~8 月比於い
均 4~5% でありこの中急性大腸炎が約 50% を占 てや〉高い傾向にあり擢患率3%前後である。急J性
め，次で消化不良症が多い。皮膚疾患，急性伝染性 伝染性疾患は 4~8 月 K高率を示し，殊に 5--7 月
疾患は略同率程度であり，眼疾患はこれらに比し少 に於いて高く 4 ャ 5~るである。これに比して 9~1
い。呼吸器疾患は 12.-. 2月比高率の傾向 Kあり 月比於いては 1%前後である。眼疾患は季節的変動 
7--9月比於いてや〉低率をとる。消化器疾患は 5 なく平均0.5%以下であった。 
--8月比高率となり山を形成し，擢患率5 ~8%， 9 (3J 疾患別年令別年間擢患率(表3，4，図 11) 
--10月， 2月比於いて低く 2--3%である。皮膚 各年令を通じ呼吸器疾患擢患率最も高く，次に多
表 3. 疾患別・年令別年間擢息数及び擢患率 
0-1才 I1-2才 I2-3才 I3-4才 I4-5才 I5-6才
対象数 303 328 288 131 76 34 
呼
吸
器
疾
感 冒 
気管支炎 
目市 炎 
扇桃腺炎 
287 94 
20 6.8 
18 5.9 
15 4.3 
344 105 
35 10.7 
17 5.2 
33 10.1 
223 77.5 
23 3.0 
3 1.0 
28 9.7 
136 103 
8 6.1 
3 2.3 
22 16.8 
80 105 
6 7.9。。
5 6.3 
26 76.3 
3 8.8。。
2 5.8 
患 
) 277 96.5 1 169 123 91 119 31 91.9 
消
化
器
疾
口 内 炎 
自家中毒症
消化不良症 
急性大腸炎 
12 3.9。。 
65 21.4 
75 24.8 
54 16.5 
1 0.3 
25 7.6 
156 47.5 
19 6.6 
7 2.4 
5 1.7 
73 25.4 
9 6.8 
3 2.3 
2 1.5 
47 36.1 
7 9.2 
1 1.3。。
24 31.6 
1 2.9 
5 14.7。。
12 35.2 
患 |胤 36.2 I 18 52.7 
急
'性
伝
染
性
疾
麻 疹 
流行性耳下腺炎 
百 日 咳 
インフルエンザ 
ヂフテリア 
赤痢(疫痢を含むj
水 痘 
10 3.3 
1 0.3 
16 5.3 
3 1.0 
2 0.6。。 
7 2.3 
48 14.6 
5 1.5 
10 3 
18 5.5 
3 0.9 
1 0.3 
17 5.2 
21 7.3 
4 1.4 
6 2 
19 6.6 
3 1.0 
2 0.6 
3 1.0 
16 12.2 
6 4.5 
5 3.8 
10 7.6 
6 4.5 
1 0.7 
6 4.5 
6 7.9 
12 15.3 
7 9.2 
6 7.2。。。。
1 1.3 
1 2.9 
13 38;3 
1 2.9 
2 5.8 
4 1.6。。
1 2.9 
患 
12.9 1 102 31.1 1 22 65 
14.7 
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ストロフルス皮
湿 疹 
膚 白 癖
膿 痴 疹 
疾
薄 麻 疹 
患 
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12 4.2 4 3.07 2.3 16 4.9 
12 4.215 4.6 2 1.576 25。。 。。 。。 2 1.5 
13 4.3 9 3.119 5.8 4 3.0 
14 4.9 10 7.619 6.3 28 8.5 
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表 4. 疾患別，年令別，年間J擢居、率及び各疾屈擢忠率の総J擢患率l乙対する割合
お~I 呼吸器|消化器|急性伝染病|皮膚病|眼疾患!その他| 計 
0-1 
1 - 2 
2 - 3 
3-4 
4-5 
5-6 
112 42% 
131 44 
96.5 50.5 
123 48 
119 46.2 
91.1 34 
50 18.8 
72 24.3 
36.2 19 
46.5 24.3 
42.2 22.0 
52.7 19.8 
12.9 4.8 
31.1 10.4 
20.2 10.4 
33.417.0 
42.2 22.0 
65 24.2 
38 14.4 
23.7 7.9 
16.3 8.5 
15.2 8.0 
14.3 55 
20.6 7.8 
6.3 2.5 
6.1 -2.0 
2 10 
2.3 1.1 
1.3 0.5。。 
46.4 
33.4 
20.4 
41.5 
38.2 
38.3 
17.3 
11.4 
10.7 
21.6 
13.8 
14.2 
267 100% 
298 100 
191 100 
262 100 
258 100 
267 100 
図 11. 疾患別，年令別年間擢患率 疾患の擢患率高く年令的に 1--2才に於いて高く 
70%であり， 2~3 才に於いて半減し最も低率を示 
130 r A し平均擢患、率 50%である。皮膚疾患は 0--1才に 
師肌旦豆、~由 1 J 司、
¥ I 
/ ¥ /、、、 於いて最も擢患率高く 40%であれ年令の長ずる
と共に減少し 3才以上lζ於いては 20%以下となる。 
1l0~ 
急性伝染性疾患は 0--1才に於いては低値をとり， 
100 ~ 1 擢患率略 10%であるが 1--2才では 30%を示し 5 
--6 才では 15~るである。眼疾患は 0--1 才に於いωト 可・ 
80~ 
70 ~ A 
ωi / 1 / 
50 ~ J 1 /ノF
-40 t 、/'.1'.喧f'. 
¥氏、 .// 

20 ~ ノ 司、、引 ~，除
F‘・ 
i丸岡玖忠 
限み患。 ¥-- ， ， . 2 3 4 5 
い消化器疾患の 2倍乃至それ以上の擢患率を示して
いる。年令的に 1--2才に於いて擢患率最も高く 
130%を示し， 2~3 才， 5--6 才 l乙於いて低く 90% ・
であり，平均約 110%の擢患率である。次で消化器 
て高く擢患、率 5%，次いで次第に減少し 3才以後で 
は2%以下となる。 
[4J 0--1才， 1--2才K於ける栄養法別年間擢
患率(図 12) 
O~1 才に於ける年間擢患率は母乳栄養児例最も 
低く 270%，混合栄養児例282%，人工栄養児例355 
図 12. 0-1才， 1-2才K於ける
栄養法別年間擢患率
400 
355唱 
300 
「τ| …自問宵月
200 
100 
o ___ i 
1 _ーーー甲ー 2 
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表 5. 0 --2才に於ける栄養法別，月別月間擢患数及び擢患率(季節的考察)
年令 I 0-1才 | 1ー 2才 
栄養法|母乳 165 
 混合 77
対象数HJ--:ru ~~~ I1 .. I人工 59 I母乳 199 I混合 80 I人工 51
.J'I:l 1=1 
%である。母乳栄養児例の年間擢患率を 1とした際
の混合， 人工栄養児例のそれに対する割合は 1.04，
1.31である。 1--2才に於ける擢患率は母乳栄養児 
28.4%，人工栄養児 2989ふ混合栄養児 336%で，
母乳栄養児例の擢患率を 1とした際の人工，混合栄 
養児例のそれは夫々1.05，1.19である。 0--1才に
於いては擢患率は母乳，混合，人工栄養児の)1慣に上
昇するが， 1--2才lζ於いては栄養法による擢患率
の差はあまり著明でなt10 
[5J 0 --2才に於ける栄養法別，月別，月間擢患

率一季節的考察(表 5，図 13，14) 

人工栄養児例K於いては擢患率は季節的変動であ

り， 0--2才K於いて 5---7月に夫々擢患率が最も

高い傾向にあり 30~40% を示し，乙〉にかなり著
明な山を形成する。乙のことは 11--12月にも見ら
れる。一方 0---2才K於いては 9月に擢患率最も低
く10%前後で， これに比して母乳栄養児は 罷患率J
の季節的変動は比較的少い。母乳混合栄養児は 0--
I才の 5--7月比於いては擢患率比較的低く， 1--
2才の 5--7月比於いては高くなっている。叉母乳，

混合，人工栄養児例とも 11--12月は擢患率がや〉

高い。
 
[6J 0 --2才K於ける栄養法別，月令別月間擢患

数及び擢患率(表 6，図 15)

各栄養法とも生後 1，2ヵ月に於いては催患率が
最も低く 10，. 20%であり，生後3カ月より次第に
高くなり，離乳期以後即ち 9，. 11カ月比於いて最
も高率を示し 30--409るである。 1年 3カ月頃より 
ごく僅か減少或いは不定となり， 1年 10ヵ月頃で

は擢患率平均 20%前後となる。
 
[7J 0 --2才に於ける栄養法別，疾患別，年開催
 
患数及び擢患率(表 7，図 16，17) 

1) 0--1才に於いて呼吸器疾患は人工栄養児例
最も高く 144%，次いで混合栄養児例で、 115%，母
乳栄〆養児例最も低く 101%である。消化器疾患は人
工栄養児例最も高く 93.2%，次いで混合栄養児とな
図 13. 0-1才に於ける栄養法加月別
月間擢患率
料
 
50r 1国母手(
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図 14. 1ー  2才K於ける栄養法別月別
月間擢患率
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表 6. 0~2 才に於ける栄養法別，月令別月間擢患数及び擢患率
年令 I 0 - 1 1 - 2 
混合 80 人工 51栄養法対象数| 母乳IHr-:ru 165 "_vv I混合 77 I人工 59 I母乳 199 
1ヵ月 例21数 12%.7 12 15%.6 11 18%.7 .2明52 26 
2 1/ 14 8.5 11 14.3 7 11.8 51 25.6 
3 /1 15 9.1 16 20.8 17 28.8 54 27 
4 /1 17 10.3 19 24.7 11 18.6 41 20.6 
5 /1 28 17 11 14.3 14 23.8 50 25.1 
6 1 28 17 15 19.5 14 23.8 38 19.1 
7 1 39 23.5 17 22.0 19 32.2 54 27.1 
8 /1 37 22.4 15 19.5 17 28.8 31 15.6 
9 1 51 30.9 22 28.6 14 23.8 33 16.5 
10 グ 46 28 30 39.0 24 40.8 36 18 
11 /1 56 33.9 22 28.6 26 44 41 20.6 
12 /1 47 23.5 1 18.3 11 18.7 38 19 
179.65 20 39%.4 
19 24.8 
14 
11 21.6 
33 41.2 19 37.2 
16 20.0 15 29.4 
35 43.7 13 25.6 
17 21.2 14 27.5 
17 21.2 17 33.3 
16 20.0 17 33.3 
18 22.5 15 29.4 
17 21.2 11 21.6 
19 24.8 5 9.8 
27 30.8 10 19.6 
表 7. 0.-. 2才に於ける栄養法別，疾患別年間擢患数及び擢患率並びに各疾患擢患数の
擢率総数lζ対する割合 (各欄下段は躍患総数Iζ対する割合) 
2民主竺|呼吸器疾患[消化器疾患(伝染性疾患 
166 101 84 51 34 20.6 
母乳 
42% 21.2 8.6。 
85 144 55 93.2 14 29.4 
人工 45.1 29.2 7.5 
1 
89 115 51 66.4 
45 25.5 3.5 
237 119 50 25.1 
母乳 
48.0 25.5 10.0 
1 
86 168 49 96.2 12 23.6 
人工 
50.2 28.8 7.0 
2 
109 136 54 67.5 
混合 482 23.9 11.4 
皮膚疾患 l眼疾患(其の他| 計 l対象例 
48 29 
13.2 3.0 12.0 
396 165 
22 37.4 3 5.1 9 15.3 
11.8 1.6 4.8 
188 59 
5 6.5 
13 2.5 10 
200 77 
33 16.6 10 5.0 38 19.1 
6.7 2.0 8.0 
494 199 
9 17.6 
7.6 1.2 5.3 
171 51 
8.4 0.8 7.3 
226 80 
図 15. 0ー  2才に於ける栄養法別，月令別 図 16. 0-1才に於ける栄養法別，疾患別，
月間曜患率 年間罷患率
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り66.4%，母乳栄養児例は最も低く 51%である。
伝染性疾患J躍患率は人工栄養児最も高く，次いで
母乳，混合の順であり，夫々 3，2，1%となってい
る。皮膚疾患，眼疾患は特に栄養法による差は認め 
られない。 
2) 1--2才(図 17)に於いても 0--1才に於け
ると略同様の所見がみとめられる。伝染性疾患のみ
混合栄養最も高く 3.2%，次いで母乳， 人工略同率
で2.5%を示し 0--1才とや〉異る。
図 17. 1-2才K於ける栄養法別，疾患別，

年問権患率

，% 

1由

田 
(8J 0--2才lζ於ける栄養法別，疾患別，年開催

患率の年間総擢患率l乙対する副合(表 7，図 18，19) 

1) 0--1才(図 18)。 呼吸器疾患は各栄養法と

も略等しく 42--45%を占めている。消化器疾患は

人工栄養児例最も高率で 29%，混合栄養児例 25.5

%，母乳栄養児例最も低く 22%である。伝染性疾

図 18. 1ー  2才lζ於ける栄養法別，疾患別，年間
擢患率の年間総擢患率lζ対する割合
人工
図 19. 0-1才に於ける栄養法別，疾患別，年間
擢患率の年間総，躍患率に対する割合
母手l 人工 t陀合 

限1.2 恨1.6
 
患は母乳，人工，混合のI!原氏高率を示し 3--8%， 
皮膚疾患， 眼疾患は各栄養法とも略等しく 12--13 
%， 1.5 --3%である。
2) 1--2才(図 19)。 各栄養法とも 0--1才i乙
比し呼吸器疾患の占める率は増加しており，且つ各
栄養法による差は殆んどなく 48--50%を呈してい
る。消化器疾患は 0--1才と等しく人工栄養児最も
高く 29%を示し，次いで母乳，混合夫々 25%，23 
%である。急性伝染性疾患は混合，母乳，人工の順
に低率となり，夫々 11%，10%，7%となる。乙れ
は0--1才lζ比し全般的K高率である。皮膚疾患，
眼疾患とも栄養法による差はあまり認められず，夫
々6--8%，1--2%である。 
(9J 擢患児栄養指数と躍患率(表 8，図 20，21) 

離乳過半数民及んだ時期を， H市乳児について月
令として表現すれば母乳児7.1月，混合栄養 6.4月，
人工栄養 6.1月令となる。そ ζで躍息調査対象児!の
図 20. 月令 2--13カ月に於ける栄養法別，
月令別，栄養指数
-母乳 
Kaui> 亡コ混合
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離乳状況も大体同様と考え，母乳児の場
合， 7.1カ月以前を授乳期，以後を離乳期と
名付け，各栄養法別に各々の栄養指数と躍
患率を調べると，母患栄養児では授乳期及
び離乳期ともに Kaupの指数l乙変動が少
く，躍患率l乙於いては離乳期以後上昇の傾
向がみられる。月令 11カ月比は 33.9%と
なり，其後や〉低くなる。混合栄養児では
離乳期より栄養指数はよくなり， 8カ月で
は指数日を示し他の栄養法より優れてい
る。擢患、率は離乳開始期は前期より・や〉低
率となり， 9カ月以後高くなっている。離
乳開始期は栄養状態もよく擢患性も低い
ことを示ーした。人工栄養児は離乳期以後 
Kaupの指数は上昇し 9カ月を山として 11
カ月頃より下降し，一方躍患率は離乳期よ
り高くなり 9カ月では少し低くなるが 10

カ月頃から再び上昇司する。人工栄養児は栄

て，それ等疾患に対する擢患傾向を調査した。対照
30 は満 2才迄継続的に観察した 365例の乳幼児であっ
て， 5種の疾患のうち 1種類K擢患せる者， 2種類 
官自 
l乙擢患せる者， 3種類lζ擢患せる者等Iζ分類し，生
10 後 1カ年迄の乳児と同一症例で満 2才迄の乳幼児と
の2群に分けて表K示した。満 2才迄l乙平均約23%
.2 10 1 12 13月
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表 8. 2 ~ 13カ月令に於ける栄養法別 Kaupの指数平均値(擢患児)
母 乳 人 工 混 メ口』
男子 j女子|平均値 男子|女子|平均値 男子|女子|平均値 
2 17.0 17.0 17.0 15.8 15.0 15.5 16.6 15.0 15.8 
3 17.0 17.3 17.2 16.9 15.8 16.3 16.6 17.0 16.8 
4 17.0 17.1 17.1 17.5 15.9 16.8 16.0 16.6 16.3 
5 17.6 17.4 17.5 17.2 16.9 17.1 17.0 17.3 17.1 
6 16.7 17.2 17.1 17.1 16.0 16.6 17.2 17.9 17.0 
7 17.3 17.3 16.9 17.8 16.7 17.2 17.2 17.1 17.1 
8 18.1 17.1 17.4 17.2 16.8 17.0 17.6 18.5 18.0 
9 17.1 17.3 17.3 17.7 18.4 17.9 17.3 18.5 17.7 
10 17.2 17.5 17.4 17.9 17.6 17.8 17.4 18.0 17.6 
11 17.4 17.3 17.4 17.1 16.0 16.6 17.2 17.4 17.3 
12 16.6 17.4 17.2 17.6 17.0 17.5 17.3 17.8 17.6 
13 15.9 17.4 16.8 16.4 16.4 16.4 15.8 16.1 16.0 
図 21. 月令 2~3 ヵ月比於ける栄養法別， [lOJ 0 ~2才に於ける伝染性疾患の擢患傾向 C表 
月令別，月開催患率 9) 
略 
5()r 	圃聞母乳 
乳幼児伝染性疾患の中麻疹。水痘。耳下腺炎。ジ
Eコ混合 フテリー。百日咳の五種疾病を代表的疾患とみなし
判 i図人工 
が伝染性疾患に擢患している。栄養法による罷患率
養指数の上昇にもか〉わらず擢患率が高くなってい の差は認められない。擢患種類よりみると， 1種類
る。 lむ躍患せる者が圧倒的に多く， '2種類躍患児は平均
表 9. 0~2 才乳幼児伝染性疾患擢患傾向
母乳 215 混合 92 人工 58 計 365 
1種類擢患 回全ilMl吟い%1 咋~ 22 85 23.2% 
2種 H 3:ag1.4% 1 	 5 1.3% 
3種 H 
4種 H 
5種 H 
。
。
。
。
。
。
。
1 0.2% 
。
。
 
0 → 1才 
1種類擢患 21合♀ 138 9.7 4合♀ 314.3 6合♀ 42 10.3 31 8.5% 
2種 H 。 。 。
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1.3%であり，特lζ満 1才迄に 2種類催患、せるもの
は存在しなかった。満 1才迄の擢患率は 8.5%であ
る。当然の事ではあるが乳幼児の生活環境が広まる
につれて伝染性疾患の擢病率が増加する事を示し
た。
第4章総 括 
(1) 母より受けた免疫の減少しはじめる所謂離
乳期より擢患率が高くなることは本調査にでも明ら
かで、あった。 
(2) 擢患疾病としては呼吸器， 消化器疾患が多
くみられた。 
(3) 乳児期比於ける栄養法と1擢患性を調査した
所， 0""'1才iζ於ける催患率は人工栄養児lζ最も多
く混合，母乳栄養児より高率を示し，年長児には栄
養法による差は認められなかった。しかも人工栄養
児の躍患性l乙は季節的変動がみられ呼吸器，消化器
疾患ともに他栄養児より躍患率が高いようである。 
(4) 栄養法と Kaup指数より観察した栄養状態
と躍患性については，栄養指数と疾病に対する乳児
の抵抗力が必ずしも平行しない事実を示し，特に人
工栄養児K顕著で、あった。この現象は人工栄養児が
他栄養児より Dysergieの状態Kあり，抗疾病因子
としての能動免疫等の生成に関して不利な条件を備
えているのではなかろうかと推察するものである。
第E編離乳状況
第1章緒 言 
乳児の個体的条件や環境的条件に適しない離乳は
しばしばその目的を失い乳児の発育を妨げるもので
ある。本邦乳児が 7---8カ月頃の発育がわるく，体
重増加量が減少する傾向があり，躍患率もこの時期
に多いのは離乳実施に於いて考慮すべき点である。
か与る現況下に於いて一都市の離乳実態を知ること
は小児衛生上，実践活動として有意義なことと考え
る。
第 2章調査方法 
1) 全市を 10地区民分け，保健婦の協力を得て
集団検診及び訪問i乙依り行った。 
2) 満 2年未満の乳幼児を対象とした。 
3) 離乳実態調査は離乳研究班所定の調査事項l乙
基き身体計測は教室所定の調査事項に依って記録し 
Tこ。
第 3章調査成績 
(1) 調査乳児の性別月令別分布(表 10)

男女殆んど同数で月令は略均等に分布している。

養一人
(2J 栄養法(表 11)離乳開始迄の栄養法別は従
来の報告の如く都市は農村より母乳栄養児が少い
が，日市は都市，農村の中間型で、あった。地区別に
見ると農村地帯に母乳児多く，市街地区は人工，混
合栄養児が多くみられた。
表 11.栄 法
母乳 l混合 工 
462 170 746 

61.9% I 22.8% 

(3J 父親の職業分布(表 12) 各種職業が広く分 
布されて居り公務員，会社員，農業，商業が多い。
(4J 母親の学歴(表 13)高小，女学校叉は高校
が多く，中都市l乙於ける母親の教育程度の略平均値
を示すように思われる。 
(5J 父親の育児応対する熱心度(表 14)普通が
多く f関心が少いJが最も少い。 
(6J 育児担当者(表 15) 母親が極めて多く祖母
は10%以下である。 ζれは母親が家庭外で働く事
が少い為と思われる。 
(7J 離乳開始期(図 22)離乳開始の定義は極めて
A表 10. 性， 月 -p 別
月令 1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22竺竺|計

男子 I5 16 19 27 25 20 24 15 22 23 15 16 20 14 19 15 17 22 17 9 21 12 14 / I407 

女子 I7 13 11 19 26 17 24 20 27 17 19 19 19 16 17 21 25 14 18 12 8 7 8 / I384 

計 r12 29 30 46 51 37必 3549 40 34 35 39 30 36 42 36 35 21 29 19 22 r791 

10 11 
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表 12. 父 親 の 職 業 
n育E品長主、 農
業
商
業
社会員事務 会社員工員
チ」マ匂
通
教
員
工
業
業由自
医
日開
坑夫炭
其
他 
計
159 140 127 115 77 23 19 7 752 
21.2% 18.6% 16.8% 15.3% 10.2% 6.2% I 3.3% 3.3% 2.5% 1.5% 1.7% 
Fι表 13. の 寸ー 歴
母
女学校学高 中 高校 専門以上 記載なし 計 
-戸、 
小 一  
3
丘 
248 71 199 22 66 641 
592 67 6 乳を開始したものが過半数に及んだ時期を見ると，
89.0% 10.1% 0.9% 母乳，混合，人工栄養児，夫々 5.6，5.2，5.4月を示
し，母乳栄養児K於いては狭義の場合より約1月，
離乳開始期図 22. 混合，人工栄養児で、は若干進行が早く，農村に比し
て略 1月早く認められた。
図23. 広義離乳開始期
明∞凹 
mm
曲目判部初日 吹川町制均剖ぬ叫初加初
3 4 5 & 7 8 . 9 
u
hdM m  
表 14. 父親の熱心度
普 通 非常lζ熱心 関心が少い
戸
342 303 17 
51.6% 45.8% 2.6% 
表 15.
母 祖 母
他其
38.7% 11.1% 31.0% 10.3%3.4% 
月即ち 7.1月となる〉月令として示せば母乳7.1月，
混合6.4月，人工6.1月である。 
(8] 広義離乳開始時期〈図 23)広義の離乳とは
前述の狭義の離乳に対するもので， r狭義の離乳食
品又はそれ以外の回型食を連続的に与え始めた時
期jなる定義に従った。広義の離乳開始の月令別lζ
於ける乳児数の%の累積曲線を求めると図 23の如
くなり，狭義の開始時期より進行が早くなり既に離
12 
混乱し易い。私共は離乳開始とは「将来主食となる
べき食餌を連続的に与え始めた時期Jなる定義K従
った。後述する「広義の離乳JIL対して「狭義の離
乳j、又は単に「離乳jと呼ぶ。離乳開始の月令別に
於ける乳児数の%の累積曲線を求めると， 1月より
始まり 4月より急増し，満 1年l乙て母乳は略々 90%
人工，混合は略 100%を占める。母乳は人工，混合 
K比して進行が遅い。既l乙離乳を開始した者が過半
数l乙及んだ時期を見ると母乳，混合， 人工は夫々 
6.6月， 5.9月， 5.6月を示した。 (6.6月とは 6月と 
0.6月と云う意味ではなく， 6月は 6月--7月未満
であるので強いて月令として表わせば 6.5月十 0.6 
10 1 12 
(9] 離乳(狭義)食として初比与えた食品(表 
16)粥，重湯が多い。米飯を使用せる例が相当ある
が遺憾である。大都市民多い離乳フレーク，ベビー
フッド類は少なかった。 
(lOJ 広義離乳食として初めて与えた食品(表 
17) ウエファス， 重湯， ビスケット， 債)1ボーロの
で，他の食餌より著しく多い。これは全国的傾向で
あると考えられる。 
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表 16. 離乳(狭義〉食として初lとあたへた食品
計飯|パ ン|つぶし制 35F|おまじり|うどん|その他l
129 
 12
122 
 30 
 15 
 10
11 
 6 
 1
母 乳 。 。 336 
混 メ口L 4 
 4
36 
 46 
 7 
 11 
 7 
 115
。 。 74
29 
 3 
 13 
 8 
 5
15
人 工 
1 
 525
27 
 19
197 
 35
35 

計 
0.2
5.1 
 3.6
6.7 
 6.7
34.3% 37.5 

37 
対抗
表 17.

11 1
28 

ノf 
ン
ウエフアス
乳合主母混入 dAυρ0つ 
ビスケット
72 
重
計粥
ど
湯一河辺 
10 

ん
3 012 

2 014 

16 1 

計
17.7 19.3 9.7 21.8 2.9 0.2 

99 108 54 

[11J 離乳完了時期離乳完了の定義も極めて混 表 18. 離乳は計画的か 
乱し易い。私共は離乳完了とは「母乳では完全断乳
時期，混合，人工栄養児では牛乳， 粉乳が 1日360 栄養法|は い| いいえ
計 
ml 以下になった時期Jとする定義 K従った。 乙 
の離乳完了は f狭義の離乳完了J又は単Itr離乳完
了Jと呼ぶ。然しながらこの定議lζ従うと母乳の
場合，夜寝かしつける時1回とか， 泣いた時 1--2
回とか云う様 Ic:， 既l乙母乳が主食の意義を失い間
食叉はそれ以下の意義しか持たなくなった場合も
離乳完了とは見なされないので甚だ厳格に過ぎる嫌
いがないとは云えない。そ ζ で ζの外lと広義の離
乳完了時期を設けて母乳が既に間食程度又はそれ以
下となった時期とした。図 24は狭義及び広義の完
了時期を示したもので，離乳完了の月令別に於ける
図 24. 離乳完了時期
舶 
50 

40
. 
30 

20 

母乳 I 142 50.1% 141 49.9 283 

混合 6159.6 27 30.4 88 

人工 4586.5 7 13.5 52 

計 248 58.5 175 41.4 423 

乳幼児数の離乳開始を既に行った乳幼児数に対する
%の累積曲線である。母乳栄養児は人工，混合栄養
児に比べて極めて完了が遅延する。叉満1年 11月
比於ける完了率を見ると母乳，混合，人工栄養児は
夫々約10%，20%，60%となり極めて完了率の少い
事を示している。之は東京都昭和26年の 60%rc比
し極めて低いが，他地方の成績とは略同様の結果が
認められ，大都会を除いた本邦の大部分は完了率が
少い事を想像せしめる。広義の離乳完了を併記し狭
義との差を斜線で示した。各々約10%上昇するの
が見られる。この広義の完了より見ても完了率の低
いととが示されている。 
[12J 離乳は計画的に行ったか(表 18) 全栄養
児平均では略半数が計画的で，半数が無計画であ
る。人工栄養児は母乳栄養児K比して計画的が当然
-ー ・ー ・・説合てI'nLが既!乙間企fJI宜となったもの
解=・ 母乳を既にI置1食位J宜としているもの
母乳栄畳児
混43二，. ' 
人工 H 
[13J 離乳食の調理法(表 19) 前項の計画性に
2 3 4 日¥時事 ~ Ij) 1. 2 略一致して「子供の為にわざわざ何時も J作ってい
 
ではあるが著しく多l'o』 
4
河
OT56
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表 19. 離乳食の調理法
家族のものそのまま 家族のもの作り直し 子供の為わざわざ
栄養法 計
いつも 々 いつも 々 いつも 々
母乳 70 24.3% 14 4.9 20 6.9 13 4.5 18 6.2 288 
人混 8 5.9 6 4.1 7 4.8 1 0.7 120 81.6 5 3.4 147 
計 I78 17.8 1 20 4.6 I27 6.2 j 14 3.2 I273ω1 23 5.8 1. 435 
るのが見られる。 
表 23. 離乳開始後病気をしたか
[14J 離乳の進行はうまく行ったか(表 20) rう
まく行ったjと答えた者 70%以上を示した。 病気した 無 病| 計
[15J 離乳は誰から教わったか(表 21)，経験，
本，保健婦が略等しく最多である。 
[16J 完了遅延の理由(表 22)， 1年 6カ月以上 
lとして未だ離乳完了(狭義)せざる乳幼児を遅延児
母 乳 112 32 235 68 347 
混 A口、 31 25.8 89 74.2 120 
人 工 19 32.2 40 67.8 59 
計 162 30.8 526 
と見為し，この者lζ限って問診した。 r離乳食を食
べなl'Jが最多を示した。 [18J 離乳中如何なる病気に擢ったか(表37)。
[17J 離乳開始後子供は病気になったか(表 23) 前項の「病気をしたj小児の病名で何れも下痢，
30%がしたと答えた。叉特lζ栄養法の差はない。 風邪が多い。栄養法K著しい差はなく，人工，混合
表 20. 離乳の進行はうまく行ったか 栄養児に想像される重い下痢は母乳栄養児K比し寧
ろ少い。 
は 計 
[19J 擢患傾向(表 25)。前項は唯一回のかぜの
318 
443 躍患でも数えられるので，栄養法との相関性に於い
73.8% て意義が充分でない傾向があると考えられるので，
表 21. 離乳は誰ーから教わったか
今迄の経験| 本 母 |近所の人|助産婦|その他| 計 
33 7143 
481 
29.8% 6.9% 1.4% 
表 22. 離乳完了遅延の理由
食べない|子の病気|忙
51 18 
し い|面倒くさい|年寄の干渉 
7 2 3 
i其
10 
計 
91 
56% 19.8% 7.7% 2.1% 3.3% 11% 
表 24. 離乳中の病気
ワヴに 
下 痢 付E肺 Jj
栄養別 か ぜ 其 他 計
気管支炎重軽
50 38.8 52 40.310 7.7 3 14 10.9 129母 乳 
混 よ口』 19 54.4 2 5.7 10 28.6 2 2 5.7 3505.7。1 4.8 5 23.8 6 28.5 21人 工 l 9 42.9 
q a  qL
d t u
噌- - 4AU E - - 185計 78 13 
91 45.6 
1 23 45 67 8 910 111 1 Z 3 45 6 7 8 9 lOil2 
児法 師 『悦見
他浪費革エ野原人時一 一 …
2E
」
EE-s
・a -
8，0 
2.0 
LO 
J 2 3 4 晶 6 7 8 9却!l 11Z3A5 詰 7 18 9 10 11 
16 
70 15 
60 
14 
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表 25. 罷患傾向 も関連があるとも考えられ，人工，混合栄養児の方
l
擢患傾向なしl が母乳児よりも前述の計画性の多い事に起因するか
も知れない。湿疹は寧ろ人工，混合栄養児Iζ多かっ 
7こ。 
(21J 生下時体重(表 27)0.生下時体重男女別の
平均値を示した。但し ζの平均値は満期産出の者の
擢秘傾向あり| 計
母 乳 269 65.0 145 35.0 414 
混 メIコ』 82 59.9 55 40.1 137 
人 工 71 68.2 33 32.8 104 
計 452 み取扱った。何れも標準値以上の値を示している。 
[22J 身体計測値(図 25，26)。 体重，身長，坐
「下痢し易いjとか「かぜにかかり易いJとかの擢 高，胸囲，隣下艮下脂肪，大泉門，歯牙発生期発生
患傾向を調査した。羅患傾向ありの者が 30%以上 U
一 下 一
表一一
副 生 一一 時 一  
-E
下一均一生一平一
ρ
一 子
重一体一体一重一時一 女
に認められ栄養法別に特に差はない。 
[20J 擢患疾病の種類(表 26) かぜ，下痢傾向
が多く栄養法別で著しい差はないが，下痢は人工，
一 
男 J L
混合栄養児に於いては母乳児よりむしろ少い。この
事は人工，混合栄養児に下痢の重いが寧ろ少い事と 3，109 3，156 
表 26. 擢患疾病の種類
一一|か ぜ i土 ml!_竺]発 判ι副主三三E-J2]其 他| 計 
母乳 I57 35.8 I 35 22.0 I27 17.0 I11 6.9 I16 10.1 I 2 1.3 I 7 4.4 I 159 
混合 118 29.0 I 6 9.7 I13 21.0 I 5 8.1 I14.22.6 I 4 6.5! 2 3.2 [ 62 
人工 I13 34.2 I 6 15.8 I11 29.0 I 3 7.9 I2 5.3 I 2 5.3 i 1 2.5 I 38 
計 I 88 34.0 I 47 18.1 1 51即)19 7.3)沼ロ3 I 8 3.1 1 10 3.9 I 259 
図25. 男子月令別身長，体重曲線 数を測定した。何れもその平均値は概
ね標準値を示した。体重，身長の平均J2.0 
増加曲線を性別，栄養法別lζ表l乙示し
た。身長は何れも標準値を柏々上廻る
が体重は概ね離乳期前標準値を示すが
開 川 叩誼
値制制単一パ除
-手
nMW9oooo一 一 …-EEE- E 4 E E - - 2 4傑入母
・ 
8
‘
7.0 
唱。 90 
離乳期以後下廻る傾向を認める。 
5J [23J Kaupの指数(図 27)0 Kaup 
4.0 70 
Jj(J 
指数(平常 19"" 15)児の平均値を性
2.0 50 別，月令別l乙求めその曲線を示した。 
1.0 
f 
斗<g 1 
4本昌
2 3 14 5 6 7 8 9 10 1 1 1 2 3 4 5' 吾，7 8 9' 10 
↑ 
cm 
11身
五 
ζの曲線は離乳開始時期化略一致して
下降の傾向を示すが，その下降率は標
図26. 女子月令別身長，体重曲線 準に比して著しい。 乙の理由は前項
に於いて示した身長は標準値を上廻る 
唱 ・ ・ ・  
凶自 
1M 
ununuou 
図 27. 指 数 
17 
品。 
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が，体重は下廻る傾向に依ることは明らかである。 群ではその分布に推計学的有意差を示した。次に人
恐らく離乳方法の不全及び離乳完了後の栄養法の不 工，混合K於いても平均値も分布も完了く未完了の
全lとより栄養の低下を来たしたものと推定される。 成績を示したが母乳群程著しくなかった。以上より 
(24J 離乳完了の Kaup指数に及ぼす影響(表 1年以上の小児では離乳完了群と未完了群では後者 
28)。前項に依って Kaup指数は離乳開始期より下 が栄養程度が優れて居り，特に母乳栄養児で著しい
降する傾向にあり特K1年以後に明瞭であるので， 結果を得た。即ち一般に想像される離乳完了児の方
離乳法及び離乳完了後の栄養法の不全に起因すると が未完了児よりも栄養が優れているとは全く考えら
想定される。乙れを分析する為，離乳完了，未完了 れない。この理由は母乳を永く与える事が良いと考
児の Kaup指数の比較を試みた。 1年以上の小児の えるより，離乳完了法に重要なる欠陥があると考え
中離乳完了(狭義〉不完全完了(広義) (但し母乳 られよう。 
栄養のみ)。未完了児の 3群に分けてその Kaup指 [25J 離乳完了の擢患傾向に及ぼす影響(表29)。
数平均値及び Kaup判定規準に依る栄養度分布を 完了，不完全完了，未完了群の躍患傾向なきもの
得表41R示した。判定規準は 22以上肥り過ぎ， 22 の%を比較すると各群差があるとは考えられない。 
-19優良， 19-15正常， 15-13痩せ， 13以下栄養 擢患傾向の夫々についての差も著しくはない。即ち
失調とした。先ず母乳栄養児に於いては Kaup指 一般に想像される離乳完了児の方が未完了児よりも
数平均は未完了〉不完全完了〉完了と明らかな差を 躍患傾向が低いとは考えられない。
認め(完了群はその平均は痩せの部lζ入る)，栄養 [26J 離乳完了遅延の Kaup指数に及ぼす影響
分布も乙れと一致した分布を示した完了群と未完了 (表 30)0 24項花見られた離乳完了の影響を更に確 
表 28. 離乳完了と Kaup指数との関係
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表 29. 離乳完了の擢患傾向に及ぼす影響
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離乳完了正調児，遅延児栄養比較
過|優良|正常 痩せ 1 栄養失調。 0
。 1 1.1% 14 56.0% 58 67.5% 10 40.0% 24 26.7% 1 4.0% 3 3.5% 
では正常期離乳完了が栄養的には決して好結果をも、量は不明なので平均授乳回数を示した。
表 31. 離乳完了正調児，遅延児の食餌比較
例数|母乳回数|カロリー|蛋 白|脂 肪 i炭水化物 
完了児 0 601 16.8 7.1 128.2 

未完了児 3.7 488 14.9 11.5 74.2 

表 32.

例数|母乳回数|カロリー|蛋 白|脂 肪|炭水化物 
  
める為， 1年 6月以上の小児を離乳完了遅延群 (1

年 6月以上で未完了)，離乳完了正調群 (1年カ 3月

以下にて完了)の 2群に分ち， Kaup指数を求めて
 
表K示した。平均値に於いても分布K於いても有意
 
差はないが何れも遅延群が正調群より優れた価を示

した。従って以上より本地域で行われている離乳法

たらしているとは考えられなL、。との理由として離 
乳方法の不全，即ち離乳食の量的，質的欠乏が考え
られる。この場合与える食餌そのものの欠陥と充分
与えても小児が食べない場合がある。即ち充分なる
離乳食を食べるようになる迄K相当長期間の期日
(即ち 2年以上)を要する場合があり， この時機械
的K母乳をやめると栄養の低下を導く事が考えられ
る。従って母乳児の離乳を完了させる為には，充分 
なる離乳食に移行出来る迄は， 適量の牛乳 (300--
400 ml)叉はその製品を与え，熱量や養素の質を補
う事がよいと考えられる。
[27J 離乳完了正調児，遅延児の食餌量比較(表

31，32) 離乳完了正調児の食餌摂取量が遅延児に

比して，どの程度の差を有するかを， 1年 6月， 1 

年 9ヵ月の乳幼児に就いて調べた成績を表K示す。
 
少数例ではあるが，完了児の総カロリ~，蛋白，脂
肪量は何れも少く，炭水化物のみ需要量を充してい 
る。即ち離乳完了によって得られる食餌は炭水化物
を主とする物であることを示している。一方未完了
児の離乳食より得られた量は完了児のそれに比して
柏々少いが，母乳量を加えれば完了児を上廻る事が
考えられる。先述せる正調児の栄養が遅延児より劣
った成績にも一致している。
[28J 食餌調査(表 33)0 6月， 9月， 1年， 1年
3月， 1年 6月， 1年 9月， 1年 11月の乳幼児の離
乳食中のカロリー及び主要栄養素の平均値を，母
乳，人工，混合栄養児別に表に示した。母乳の暗乳
① 熱量，母乳児の離乳食カロリーは 6月より 2

年迄徐々に増加し 10Caljkg前後より 80Caljkg前

後迄lζ到る。母乳カロリーを計算花入れても梢々低

カロリーである。人工，混合栄養児は 60Caljkg前

後より 90Caljkg前後に到る混合栄養児の母乳カロ

リーを入れても絹々低カロリーの傾向が認められ
る。
① 蛋白質，母乳児のとれる離乳食の蛋白の量は
9月， 1年では略 10g， 1年 3月 --1年 11月で急 
速に上昇して 10.--30 gとなり，需要量l乙達してい
る者もあるが一般に低い。人工，混合栄養児は 6月 
略 20gより 2年 30g迄徐々に増加する。乳汁以外 
の摂取蛋白は少い傾向にあり，体重 kg当り蛋白量
は需要を充きない傾向にある。
① 脂肪， 脂肪摂取量は概ね 20g以下で著しい
低値を示す。
④ 炭水化物，母乳栄養児の炭水化物摂取量は 1

年で既に 70--100g rc.達し， 2年迄 100--150g K増

加して三大養素中これのみが需要量を充している。

人工，混合児も略同様の傾向を示す。 1年 3月，...1

年 11月の炭水化物の平均摂取量は全カロリーの 70

0 813 20.9 13.4 170.1 

3.4 728 24.1 5.4 153.8 
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表 33. 食餌調査表(離乳食中) 
!f71H&! 母乳 I...~" I蛋白i脂肪|炭水イ肋|臼 |P|Fe|VA|V BlV B2iv c例数 ( | |回数 I~ - ~ I g I g I g I mg 1 mg I mg 1 mg I mg I mg I mg 
母乳 8 5.5 129 2.3 2.2 24.6 24.9 114 2.4 0.144 10 
満 6カ月
混入 4 2.0 489 20.3 18.6 63.9 78.5 517 4.5 1172 1 0.367 0.580 18 
9 カ月 
5.4 298 10.2 8.0 44.9 145.9 234 4.4 514 0.104 
混入 7 1.6 460 20.3 15.3 55.7 538.2 507 5.2 1219 0.229 0.6791 21 
1 年
母乳 2.6 438 11.1 8.1 76.5 115.9 229 4.6 467 0.124 0.202 8 
混入 1.8 433 11.2 7.1 76.2 40.4 240 4.5 469 0.128 0.130 10 
1年3カ月円「 17.3 132.3 7.4 638 0.180 0.281 12 混入 4 1.2 1 862 21.4 21.4 I 140.6 426.2 727 5.5 1148 0.365 0.998 23 
母乳 10 16.7 1V531172 5.6 1017 0.197 0.362 30 1年6カ月
混入 6 0.1 I 745 26.3 15.5 I 131.4 I 218.9 529 7.4 771 0.367 0.539 33 
1竿9カ月 開 I~ 100.7 475 8.9 472 1.281 0.361 19 
混入 5 0.8 I 802 32.0 ¥ 20.2 I 62.4 391.9 1207 14.9 1656 0.287 0.551 32 
1年11カ月
母乳 5 147.3 138.7 606 0.347 0.304 23 
混入 4 1.0 t 918 32.3 1 17.3 145.3 308.1 688 10.5 I 2422 0.379 0.619 32 
%を占める。従って離乳食の組成は炭水化物が多
くこ〉に離乳法の最大の欠点があると考えられる。
前述した離乳完了児の栄養の低下の最大の理由と考
えられよう。
第 4章総 E舌
以上の成績を概括すると①離乳知織は可成り普
及している。 ①離乳開始は比較的順調に行われて
いる。 ①離乳完了は一般常識から云えば極めて遅
延しており母乳栄養児に特K著しい。 ④離乳完了
遅延の理由は離乳知識の欠陥lζ依るより，寧ろ小児
が離乳食を食べないとか小児の疾病とか止をむ得ざ
る理由民基く事が多t'。 ①乳幼児の栄養状態は離
乳開始時期より低下の傾向が見られる。この理由
は離乳食餌の量の不足，質の欠陥特に炭水化物偏重
に伴ふ蛋白，脂肪の不足に基く如く考えられる。
①離乳完了児は未完了児K比し躍患性は変らない
が栄養状態が劣る傾向にあり，所謂離乳完了正調児
は離乳完了遅延児K比し栄養的K優れているとは考
えられない。この理由は量的，質的に充分なる離乳
食を摂り得る前lζ機械的に離乳を完了している傾向
lζ基く様である。
結 論
一都市民於ける乳児栄養実態を総括すると，乳児
死亡について注目される事は未熟児死亡率の大なる
事であり，次いで 1ヵ月未満の乳児の肺炎気管支炎
死亡の多い事である。乳児死亡に大きな影響を与え
る出生時の特性ー未熟児，先天性弱質，奇型等につ
いては，その予防生因K関し今後の研究lζ期待する
所が多大である。即ち未熟児対策には胎児を運命づ
ける遺伝，受胎，母体年令等考慮される問題が残つ
ており，実際活動としては出生期をめくやる母子衛生
に関して徹底した保健指導を要求すべき責務があ
る。
離乳状況は離乳期乳児の食生活，特K離乳完了前
後の栄養法に問題があった。離乳期以後の栄養状
態，発育状態の低下は離乳食餌の量的，質的欠陥に
よるもので，炭水化物偏重K伴う蛋白，脂肪の不足
花起因している。その改善に当つては先ず量的，質
的に充分な離乳食を与えるべく努力する必要があ
り，一方離乳完了後には母乳，混合栄養児lζ於いて
はなるべく母乳をきけ，離乳食摂取を妨げない限り
適量の乳汁及び乳製品を補うべきであり，人工栄養
児K於いても同様である。乙の ζ とは本邦乳児の食
餌内容より考え，蛋白質，脂肪， Ca等の補給を期
待すべき方法と考える。 
乳幼児の擢患状況を見ると近時人工栄養品に関す
る研究が進歩し，叉人工，混合栄養児が増加しつ》
あるが，人工栄養児が天然栄養児K比して抵抗力が
劣ることを確め，乳児にとって母乳栄養が最も理想
的な栄養法である事を示した。
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